




≪ファンドマネージャーのコメント≫ ※現時点での投資判断を示したものであり、将来の市況環境の変動等を保証するものではありません。

※　後述の当資料のお取り扱いにおけるご注意をよくお読みください。

【今後の展望・運用方針】
債券市場
インドネシアでは、他の新興国が相次いで利上げを実施する中で政策金利を据え置いているため、相対的に

緩和的な金融環境が継続してきましたが、足元でインフレ率が加速してきており、今後の利上げ圧力には注意
を要すると考えています。

為替市場
インドネシアの外貨準備高は高水準で推移しており、外部要因に対して政府や中央銀行が能動的に対応でき

ることが為替の安定に寄与すると考えています。また、商品価格が上昇していることはインドネシア・ルピア
の下支え要因になると考えています。

【ファンドの運用状況】
月間の動き
債券価格の下落（金利は上昇）やインドネシア・ルピアが対円で下落したことがマイナス要因となり、基準

価額は下落しました。

運用のポイント
債券ポートフォリオでは、インドネシア国債を中心として国際機関債の組み入れも行っています。

【投資環境】
債券市場：国債金利は上昇、中央銀行は政策金利を据え置き
インドネシア債券市場では、インフレ率が市場予想を上振れたことを背景に、金利は上昇しました。インド

ネシア中央銀行は5月の金融政策決定会合で、市場予想通りに政策金利を3.50％で据え置きましたが、預金準
備率の引き上げ幅を拡大すると発表しました。

為替市場：インドネシア・ルピアは対円で下落
インドネシア・ルピアは、インフレの加速や4月下旬に食用油の輸出を禁止したことによる貿易収支の悪化

が懸念され、対米ドル、対円で下落しました。
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